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台湾・金門国家公園における公園事業と
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Abstract 

Taiwan's Kinmen National Park is located on the island several kilometers away from Xiamen 

City， Chinese Fujian Province. After relaxing of the military intense and the arrnament reduction， 

Kinmen is designated as a national park in 1995. Not only natural elements such as wetland and lake's 

value， but also cultural heritages such as the traditional settlements， the historical facilities and those 

site commemorations' value， this park inc1ude mu1ti-dimensional resources. 

Like this national park， which is having the mu1ti-dimensional resources， must not administrate 

monopolistically by its national park administrative office. However， participation of “mu1tiple 

bodies，" such as private enterprise， foundation， non-profit organization and residential association， 

and those roles sharing administration is essential to manag巳thevaried environment ofthe park. 

The present paper dealt on the re1ationship between the actual content of park management and 

its administrated body. Investigation and systematically rearrangem巴ntof the fact， analysis and 

evaluation has been done. Finally， authors considered the way of the future national park 

administration. Resu1ts are obtained as follows: 

1) The national park's enterprise， from the viewpoint of participation the mu1tiple body 

participation， may be divided into implementation stage administration and planning stage 

administration. On the implementation stage administration， sharing of the role is processing， and 

participation of volunteer organization and of foundation body can be found actually such as in the 

mamtenance management. 

2) On the other hand， participation on the planning stage administration is not much in progress. 

Especially， such as the landscape restoration in the traditional settlements， plan is projected only by 

national park administrative office. However， it is c1eared as th巳matterof fact that the demand of 

inhabitant or park visitors has not been considered in the plan. 

3) Regarding the next direction， it is pointed out that promotion of more participation of private 
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enterprise into implementation stage than before may be needed， making such as mu1tiple-body 

council to urge participation into the planning stage and necessary to invite consulting or coordinating 

pro:fi巴ssionalperson. 

1.はじめに

台湾の国家公園は、入手のほとんど加わらない

原生自然の地域から、地域住民の長い暮らしの中

で育まれてきた文化的な景観1)の地域まで、多

様な景観を有している O 国家公園の事業(業務)

は、従来は国家公園の直轄事業としてなされるこ

とが多かったが、利用者への高度なサービス提

供、生物多様'性確保への対応、人文景観の保全な

と守近年の社会ニーズの拡大に伴い、民間企業やボ

ランテイア団体などの「多様な主体J2) 3)の参画
により実施される事例が増えてきた。特に、文化

的な景観や歴史的景観を多く含む地域制の国家公

園においては、複数の行政組織、地域住民、観光

活動に携わる事業者など、「多様な主体」の連携

協力が国家公園の良好な管理運営には必要な状況

となっている。

ところで、中国福建省アモイ市(慶門市)の沖

合数kmに浮かぶ金門島は、現在、台湾の領土と

して台湾政府が管理運営し、全島面積の 25.0%

(3，780 ha)が金門国家公園に指定されている。

1949年以降、金門島では古寧頭の戦い、九三砲

戦、八二三砲戦など、いくつかの台湾海峡安全保

障をめぐる戦いがあり、多くの戦争の史跡が残さ

れた。

一方で、金門島は古くから大陸福建省と深いつ

ながりを持ち、伝統建築や町並みなどの歴史遺産

を数多く残した地域である。 1992年の金門戦務

の中止(緊張緩和による軍備の縮小と軍事施設の

一般開放)、観光開発政策により、利用拠点周辺

地域には開発の波が押し寄せ新しい建築物や道路

が建設される一方で、、伝統集落などでは過疎化・

高齢化が進行することとなった。その様な中で、

1995年 10月18日、台湾の第6番目の金門国家

公園が設立された。

金門島の地域活性化と金門国家公園の特色を打

ち出す事業として、金門島の歴史資産を活かした

国家公園事業の展開に取り組んでいる O 一方、か

つての軍事施設や立ち入りが規制されてきた海岸

線(干潟)などでは、戦争で失われた自然が回復

し、水湿地の保全と利用、干潟の保全など国家公

園事業としての自然保護事業も増えてきている。

こうした文化的な景観から自然生態系まで多彩

な景観や環境を有する国家公園においては、開発

規制や利用拠点整備など従来型の事業方式だけで

なく、まちづくり型(参加型、協働型)ともいう

べき事業方式も必要になってきている。そのため

には、国家公閏当局だけが独占的に事業を行うの

ではなく、県政府や地元行政、財団法人、企業

(民間事業者)、 NPOなどの市民団体を含む「多

様な主体」が将来目標を共有し、連携協力しなが

ら事業を進めていく必要がある。しかし、現状で

はこうした認識が十分でなく、新しい社会ニーズ

をふまえない事業方式が依然として進められてい

る場合も少なくない。

筆者ら 2)は、台湾全体の国家公園における公

園事業(業務)の分類整理と、その事業(業務)

への「多様な主体」参画の可能性について国家公

園事業(縦軸)と担当主体(横軸)のマトリック

ス表にもとづき体系的な検討を加えたが、本稿で

は、台湾国家公園の縮図ともいうべき文化的な景

観から自然生態系まで多彩な景観や環境を有する

金門国家公園を対象として、国家公園事業の内容

とそれを担う多様な主体の関わり方、事業に対す

る関係者の認識や意識、課題や問題点を把握し、

上記の考え方を踏まえた目指すべき公園事業のあ

り方とそれに向けた「多様な主体」参画のあり方

について検証することにした。

さらに、金門国家公園では地域住民がそのよう

な景観の変化をどのように受け止め、また歴史的

景観をどのように活かし、存続させようとしてい

るかについても把握し、今後の景観管理に関する

知見を得ることにした。

2.金門国家公園の特徴と研究課題

(1)金門国家公園の景観の特徴

台湾では 1984年に、はじめての国家公園であ

る墾丁(コンテイ)国家公園を設立、それ以来、

ここ十数年の聞に、玉山、陽明山、太魯閤(タロ
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コ)、雪覇などの 5つの国家公園が次々と設立さ

れたが、これら 5つの国家公園の多くが、生態系

や自然景観保護を主な目的としているのに対し

て、金門国家公園は伝統集落などの文化的な景観

や戦跡地の保存・保全を主眼とした公園である。

金門国家公園における「文化的な景観」をめぐ

る学術研究は、戦務の中止において、集落とその

周辺における伝統建築の景観が徐々に失われてい

くのを危慎する声が高まり、李乾朗九江柏偉ペ

侯錦雄7J等によって「伝統建築風景に関する座

談会Jが聞かれるなど一定の進展を見せた。当時、
「文化的な景観」は 1992年に世界遺産の中に新

たに導入された概念であり、「自然と人間の営み

が長い時間をかけて形成した風景J(侯錦雄サ
のことであり、信仰の対象とされてきた「山々」

や「森」、「棚田」ゃ「ブドウ畑」、「庭園」や

「公園Jなどが世界遺産に登録されている。
金門開拓時代の歴史遺産、ならびに戦跡の保全

を促進し、貴重な文化遺産と歴史の教訓を継承す

るため、国家公園事業の推進組織が結成され、民

間交流プロジ、エクトの立ち上げ、及ぴ事業の推進

に力を注いできた。金門の住民は中国福建省の泉

州、樟州の2州からの移民が多く、建築や生活ス

双鯉湖自然センヲー

慈湖

小金門島(烈峨)

タイル(民俗)は福建、アモイの伝統を受け継い

でいる O そして、 40年にわたる軍事的管制で建

築規制等が加えられ、その結果として豊かな文化

遺産を保存することが出来た。

金門国家公園の豊かな文化遺産は、古跡や伝統

集落の建築物によく表れている。 11箇所ある古

跡には、歴史の中を通りすぎて来た痕跡が記載さ

れ、伝統集落や伝統建築は金門国家公園内の最も

重要な文化資産である。欧昔、珠山、水頭、現林、

山后、南山、北山(図1)など、 7つの代表的な

集落は大部分が、樟州、泉州様式を維持した伝統

的な南福建式建築で、煉瓦、石材などの資材の運

用から建築の装飾的表現、さらには平面上のアレ

ンジに至るまで、すべて地方特色と芸術的風格を

具えている。また、清朝末期には華僑によって俗

に「番仔楼」と呼ばれる洋館が導入され、伝統建

築と融合して、さらに変化に富んだ建築様式を造

り出した。

一方、特に金門戦務の中止によって、軍事的管

制下で回復した自然環境が再び破壊される危倶が

生じると同時に、集落近郊における開発の進展に

より農地の減少が進む中、人間の営為との関わり

の中で多様な生物種が生息する農林水産業の地域

金門島

題審圏特別景観区 @ ピジターセンター

Eコ一般管制区 C レクリエシヨン施設

a 遊憩区 ⑩伝統集落

ーー自転車道 ③戦跡記念物

図1 金門国家公園の指定区域・地種区分および利用拠点分布図
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(農地やカキ養殖に使用された干潟など)が生態

系の維持に重要な役割を果たしていることが指摘

されるようになり、これに伴って「文化的な景観」

の地域に対する注目度が高まった。また、海岸線

は軍事的緊張により長年月にわたって立ち入りが

制限されてきたことから生態系が回復してきてお

り、文化的な景観に加えて、新たな保全管理の対

象となりつつある。特に金門島西北部の海岸線に

は広大な干潟が広がり、天然カキの生産地である

と同時に、水鳥の渡来地にもなっている。

(2 )金門島における国家公園事業の変遷

金門島における国家公園の指定区域は図 1の

とおりであるが、島の中央部と海岸線を中心に指

定されている。国家公園指定区域内は特別景観区

および一般管制区、それに遊憩区に区分される

が、伝統集落は一般管制区内叩)に位置している

(表1)。

金門島における国家公園行政の変遷と公園事業

の関係を整理したのが図 2である O 以前は主に

軍隊の管轄下にあったが、次第に県政府と役割分

担を行うようになり、さらに 1992年の金門戦務

の中止以降は県政府が担当するようになったO

1995年に国家公園が成立すると、公園事業の主

要な部分が国家公園管理処に移行し、現在は県政

府の担当分野は観光レクリエーション施設の一部

(海水浴場)や保安林の管理(保安林の半分程度)

などとなっている O

伝統集落については、国家公園指定以前は県政

府の文化財関係当局が担当していたが、国家公園

に指定された後は国家公園管理処が公園事業に位

置づけ、直接管理するようになった。特に、伝統

建築を国家公園管理所が修復・整備し、それを民

宿として個人の経営者に貸し出すというユニーク

な方法をとっているのが特徴である lJ)。また、

表1 金門国家公園区域面積

合計 |一般管制区| 遊憩区 1 史蹟保存区 l特別景観区|生態保護区
3，780 I 1，951 

100.0 I 51.6 
193 

5.l 

1，636 

43.3 

金門国家公固までの経緯一一 「管理の主体 事業の変遷 事業の分類

1949 
金門戦務の開始

1~56 金門戦地取輯委員会が成立

1958 

八二三砲戦など

1992 

金門戦務の中止

1995 
『金門国家公園」が成立

凡例

ーーー..... 惨 事業の主な;荒れ
ー一一一+現在の事業分類

111111川+現在の関連事業

1~51 金門戦地全墳で造林事業を推進

1~56 童門県林務局由成立と f金門林業j 由制定

1979 r山后民俗文化村Jを修聾完了

1994 r金門職世記章国軍公園小組Jが進駐

1~~6 傘門闇草公園伝統集落建築審議垂員会を設置

1997草 1期特約解説員の活動開始

2000 r離島建設条例」田制定

2005 r伝統建聾J管理在民間(民宿経富者)に委託

G鵬 T金門県私有歴史撞聾修彊楠助条例I町制定

国2 金門島における国家公園行政の推移〆
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大規模な町並みが残る北東部の山后地区では国家

公園指定前より財団法人が設立され、県政府と良

好な関係のもとに運営されていたが、国家公園指

定後は国家公園当局の指導を受けながらも自主的

な運営を行っている。

戦跡施設については、遊憩区内に戦史館が設け

られているほか、海岸の断崖にトンネルを掘り、

船で直接物資を荷揚げした坑道が観光客向けに開

放されているO

(3 )景観管理に関わる多様な主体

2003年、黄世明 8)は金門永続発展客観因素分

析建議を発表し、金門地域には金門国家公園計画

により環境基準を設定し、また、文化景観敏感地

区凶を維持していくことが望ましいとした。金

門国家公園では、見物型の観光利用が一巡した

2002年以降、毎年 10%程度の利用者減が続いて

いることから、リピーターの利用や滞在型利用を

促すための活性化が必要とされ、そのためには自

然地域及び伝統集落の保全が重要と考えられた。

その周辺の土地利用、利用者層にふさわしい施設

の整備を検討した結果、利用者層の大半を占める

家族連れのためには宿泊施設の導入が必要と判断

された。しかし管理者側(行政)はその運営は困

難と考え、民宿経営などの実績のある「個人」に

「但し書き」の解釈に基づいて設置・管理許可を出

している O

伝統集落と歴史建造物(表2、本研究より調査

整理)は、金門国家公園で最も重要な文化資産で

あり、伝統集落景観を形成するためには、集落管

理者のみならず、国や関係自治体の担当者、民間

事業者や NPO、住民(表3)等さまざまな主体

の協力が不可欠であるが、伝統集落景観の特性を

踏まえ、長期的かっ計画的な景観形成を図ってい

くためには、住民の果たすべき役割が大きい。そ

うした中で最初に自治組織が実現したのは「山后

民俗文化村」である。村の住民は王姓の同族が主

で、住民達は 1979年に金門県政府から補助金を

もらって集落内の建造物を修繕復元し、 1992年

に山后民俗文化村管理委員会を成立させた O

1998年からは住民が所有権を守るために、「財団

法人金門民俗文化村文教基金会」を発足させ、現

在はその管理下にある O

一方、遊憩区にはビジターセンターが設けられ、

その運営には金門島全域からの市民ボランテイア

が参画している O

(4 )金門国家公園における多様な主体参画に向

けた問題点と課題

公園事業への多様な主体の参画という視点か

ら、まずは行政と民間の役割分担という側面があ

げられる。例えば日本の指定管理者制度にみられ

るように、施設の整備は行政側が担当し、その管

理運営は民間組織が担うことによって、機能的に

も経済的にも効果的な運営を行おうという考え方

である O これまで述べてきたように、金門国家公

園においては、事業の管理運営段階においては部

分的にボランティア組織や住民の参画がみられる

ようになった。しかし、企業の本格的な参画はみ

られず、まだまだ行政と企業の連携や役割分担は

十分で、はない。

一方、公園事業の計画段階における参画につい

ては、時代の流れや社会ニーズの大きな変化に応

じた公園事業の構造や体制自体を見直し、変革し

表2 金門国家公園伝統集落と歴史建築物の現状

集落人数 集落面積 伝統建築 修復不要 未修復建築 修復完了

(人) (ha) (戸) (戸) (戸) 建築(戸)

王隻 林 1.600 40 232 132 87 13 

山后 304 11 88 52 29 7 

欧暦 195 12 75 37 29 9 

珠山 152 10 89 24 54 11 

水頭 632 21 95 23 69 3 

南北山 1.535 57 423 232 180 11 

合計 4.418 151 1.002 500 448 54 
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表3 金門国家公園における国家公園事業の現状(2007年5月現在)

事業の分類 レクリエーショ レクリエー
公共施設

ンサービス ション活動
環境保全管理

地域振興(ま

治山治水災害 レクリエーシ 自然環 自然の 景観の ちづくり)

基盤整備
防止施設整備 ョン施設整備

利用者指導 境調査保全管 保全管 環境教育
研究 理 理

事業の
建設 運営 計画つ 実行推建設 運営 プログ 運営普 プログ 実施 計画調 実行推

くり 進 ラム開 及 ラム開 査 進
主体 発 卜¥l¥ 卜¥発
国

一部業務のみ 行政が直接 行政が直接
県 行政が直接運営 行政が直接運営

行政が直接

市郷鎮
がある 運営 運営 運営

公益法人 一部業
事例が
一部業
現在の制度は導入

(財団、協 導入していない 務のみ 務のみ
一部業務のみ

事例がない

会) がある

特定非営利

活動法人

(NPO法人)

ボランテイ
導入していない

ア

民間企業
一部業務のみ

(株式会社 事例がない

等)
がある

複合的組織

連絡協議会

等

第一次産業

関連の団体

牧野組合、

森林組合等

ていく機能を有しているO こうした観点からみる

と、国家公園当局(国家公園管理処)の強い権限

のもと、公園管理処の一方的な考えのもとに計画

が立てられ、その他の主体の参画する余地はほと

んど無いのが実態である。

台湾の国家公園事業の目標や実施方法自体が、

警察権をも伴った「自然環境・自然景観の保護・

回復(保育)Jの推進、「ビジターセンターなど
環境教育施設の建設とその利用促進」といった側

面に片寄っており、地域の実情や利用者ニーズが

あまり考慮されずにこうした側面の事業だけが推

進されがちである。

金門国家公園においては、他の公聞にはみられ

ない伝統集落や歴史建造物など地域住民の生活環

境そのものが国家公園の資源として位置づけら

れ、公園当局の管理下におかれているが、伝統集

ない
がある
することは難しい がある

事例がない

一部業務のみ
事例がない

一部業務のみ
事例がない

がある がある

適用施設が
一部業

適用施設が 導入ことは
務のみ

限定される
がある

限定される 難しい

導入していない

事例がない

落では生け垣の勢定をするにも許可を要するなど

人々の生活面への配慮が十分ではなく、必ずしも

適切な管理がなされているとは言い難い。また、

観光活動は金門島の重要な産業であり、国家公園

事業としての自然資源や景観資源の管理運営業務

と、観光客(公園利用者)や地域住民のニーズと

は必ずしも一致しておらず、両者の目指すところ

には大きな隔たりが存在する。

国家公園当局直轄での事業展開には限界があ

り、多彩な社会ニーズに応えるためには、事業の

実施段階だけでなく計画段階に多様な主体を参画

させ、国家公園の目標や地域の将来ビジョンを共

有すると同時に、そのために国家公園がどのよう

な機能を果たすべきかを明らかにし、その十分な

理解のもとに各主体がどのような役割分担ができ

るかを協議しなければならない。
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現在の台湾においては NPO法のような法制度

は整備されておらず、ボランテイア活動において

も活動時間に制約があるなど、これらの組織が社

会的信用を得て主体的・自律的に活動することが

なかなか難しい状況にある。

しかし、質の高い国家公園の環境とサービス提

供を求める国民(利用者)のニーズは益々高まり

つつあり、金門国家公園のように多彩な資源が存

在する地域制の公園においては「多様な主体」参

画のあり方を検討することは不可欠な状況に至っ

ている O

3園調査研究の具体的な目的と方法

(1)研究の目的

以上の認識をもとに、本研究では次の2点を具

体的な研究目的として設定した。

①台湾国家公園の縮図ともいうべき金門国家公

園において、文化的な景観の保全管理を含む幅広

い意味での国家公園事業の内容を詳細に把握し、

それを現在どのような主体が担当し、どのような

問題や課題があるかを把握する。

②現在から将来に向けて、公園の機能を高め、

それをより魅力的にするために、どのような主体

がどのような役割を担うべきか、その可能性を体

系的・客観的に検討するO

(2 )研究方法

研究方法としては、予備的調査と本調査の2つ

の方法で実施した。

1)予備的調査

予備的調査は、金門国家公園の課題や問題点を

把握することを目的(前項研究目的の①に対応)

として、事業に参画したり運営に関心のある①行

政担当者、②民宿経営者、③ボランティア、④一

般市民を対象として、面接方式によるアンケート

調査を実施した。

あらかじめ質問紙(質問項目)を準備し、国家

公園管理処や県政府、民宿などを訪問し、担当者

と面談しながら筆者らが記入するという方法とっ

た。質問項目は①金門国家公闘運営への関わり方、

②金門国家公園の一般的な問題点・課題、③多様

な主体による管理の指針、④多様な主体参画促進

のための施策、⑤多様な主体参画の推進状況、⑥

表4 調査の日程と調査内容

日程 対象 内容

2006年4月2日-4月3日 金門国家公園管理処担当官、民宿 事前調査

経営者

2007年6月18日-6月19日 金門国家公園管理処、地元NPO 予備的調査(インタピ、ユー調査)

2007年7月5日-7月7日 行政担当者 (21人)、民宿経営者 予備的調査(インタビュー調査)

(11人)、ボランテイア (2人)、 金門国家公園景観に関する意識調査

一般市民 (62人)

2007年7月27日-7月30日 金門国家公園管理処、地力。o(財 本調査(ヒアリング調査)
団訟入金門民俗文化村文教基金会) 金門国家公園で

業項目を考えてもらうことによる系統的調査

2007年 12月23日-12月 金門国家公園管理処 (12人)、民 本調査(ヒアリング調査)

24日 宿経営者 金門国家公園で行われている事業に関して、事

業項目を考えてもらうことによる系統的調査

2008年4月20日-4月22日 金門国家公園管理処、地元NPO(財 本調査(ヒアリング調査)

団法人金門民俗文化村文教基金 多様な主体による金門国家公園運営に関するヒ

会)、民宿経営者 アリング調査、国家公園担当者へのヒアリング

調査

2008年8月28日-8月30日 金円国家公園管理処、地元NPO(財 本調査(ヒアリング調査)

団法入金門民俗文化村文教基金 金門国家公園の事業に関する役割分担調査

会)、民宿経営者
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多様な主体参画促進のための呼びかけ(広報)、

⑦多様な主体参画推進上の問題点、⑧協議会等の

組織の活動状況、⑨NPO等の取り組み状況、で

ある O

実施状況は表4のとおりである。

2)本調査

本調査は、どのような主体がどのような役割を

担うべきか、その可能性を体系的・客観的に検討

することを目的(前項研究目的の②に対応)とし

て、金門国家公園の公園管理処における担当官、

地元行政担当者、地元NPO、民宿経営者などへ

の詳細なヒアリングを行い、データを収集した。

ヒアリングの対象と実施日は表4のとおりであ

るO

ヒアリング調査等で得られたデータは、「台湾

国家公園の発展と多様な主体の参画に関する研

究J(徐ら、 2008)2)の分類にならって、金門国
家公園の事業項目(縦軸)と事業主体(横軸)の

マトリックスに整理し、現状、問題点や課題につ

いて把握した。さらに、「金門国家公園の事業に

対する役割分担表」を作成し、今後の可能性につ

いて検討した。

4.結果および考察

(1)国家公園事業への関係主体の意識(予備的

調査の結果)

金門国家公園の事業に対して多様な主体の参画

について予備的調査の結果をまとめると次のよう

になる。

①金門国家公園への関心としては、「景観問題」

と「自然環境の変化」についての回答が多くなっ

ている O また、これについてはいずれの属性から

も指摘がなされている O

②多様な主体参画の推進状況については、「重

要性を認め、すでに推進している」または「推進

予定」と答えたのはボランティアと民宿経営者の

み (3件、 3.1%)で、「よくわからないJ(75件、
78.1 %)が多くを占めた。一方「課題が多すぎ

て推進が難しいJ(9件、 9.4%)は行政担当者、
「重要性は感じておらず推進予定もないJ(9件、
9.4 %)は民宿経営者と行政担当者で多くなって

いる。主体別にみると、ボランティアは全員重要

性を認識しているのに対して、民宿経営者の

36.4 %、行政担当者の 57.1%、一般市民に至っ

ては 95.2%が「よく分からない」と答えている

ことから、金門国家公園においては、実際に事業

に参画しているボランティアを除いてその効果や

必要性が認識されていないといえる。

③推進上の問題点 (3つまでの複数回答)とし

て、「責任意識が伴わないJ(全体の 58.3%)、

「地域づくりへの関心が低いJ(全体の 49.0%)、
「現在の制度では主体になれないJ(全体の
44.8 %)、「他の主体との協働能力が不足してい

るJ(全体の 30.0%)、「行政依存体質が根強い」
(全体の 21.9%)をあげていて、業務の一翼を担

うという意識や能力がまだ育っていないことがわ

かる O

④推進上の課題 (3つまでの複数回答)として

は「住民等が参加できる国家公園の管理J(全体
の37.5%、最大の主体は民宿経営者54.5%、一

般市民で 40.3%)、「積極的な情報提供・開示」

(全体の 30.2%、民宿経営者54.5%、ボランテイ

ア50.0%、一般市民の 22.6%)、「住民等との意

見交換の場の提供J(全体の 37.5%、民宿経営者
の81.8%)、 INPO等の地域づくり活動への支援」

(全体の 25.0%、ボランティア100.0%、行政担当

者66.7%)があげられている O 特に、「住民等が

参加できる国家公園の管理」を一般市民の 40.3%、

INPO等の地域づくりj舌動への支援」を行政担当

者の 66.7%が挙げていることから、今後、金門国

家公園において多様な主体参画の可能性を追求し

ていく意義は十分にあると判断された。

(2 )金門国家公園の事業一覧とそれを担当する

主体、事業の評価

各主体の担当者に対しては、前掲論文(涼ら、

2008) 2)で分類された国家公園の事業項目(表5

の縦軸)の中で、実際に担当している事業につい

て細かくヒアリングし、現状、問題点や課題につ

いて把握した(表5)。

評価(課題)の視点については、①前節 12.
(4)Jで述べた多彩な機能や要素を含む地域制の

公園のあり方に照らして現状はどうか、②他に参

画可能な主体や新たな組織の設置が考えられる

か、③それによってより良い管理運営やサービス

が可能になるか、であるO 以下、各事業項目ごと

に特徴を述べる。
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①
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光
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l
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史
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分
野
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
②
財
団
法
人
等

1) コ二
い
。
民
間
組
織
の
導
入
に
よ
る
、
効
率
と
効
果
の
向
上
が
本
来
の
委
託
の
③
民
間
企
業

ン
目
的
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
よ
り
一
層
明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

ヨ
[
課
題
、
改
善
策
]

ン 動活
観
光
資
源
の
組
合
わ
せ
や
仕
掛
け
づ
く
り
な
ど
に
よ
る
魅
力
拡
大
。

の
1
.
自
然
解
説
ツ
ア
ー
の
充
実

①
金
円
県
政
府
観
光
局
[
現
状
の
評
価
]

推進
(
]
解
説
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
金
門
県
政
府
観
光
局
が
主
催
す
る
観
光
パ
ス
を
使
っ
た
自
然
解
説
ツ
ア
ー

に
つ
い
て
は
、
金
門
の
観
光
戦
略
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
て
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
活
動
(
観
光
ツ
ア
ー
な
ど
)
に
直
接
的
に
結

び
つ
い
て
い
る
。

[
課
題
、
改
善
策
]

管
理
体
制
の
強
化
、
発
信
す
べ
き
情
報
の
整
理
、
戦
略
的
な
P
R
の
展

開。

ピ
1
.
字
L山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

①
金
門
国
家
公
園
管
理
処
[
現
状
の
評
価
]

①
協
議
の
組
織

ン
2.
中
山
中
本
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
地
元
に
及
ぼ
す
影
響
(
交
通
渋
滞
な
ど
)
に
つ
②
財
団
法
人
等

タ

3.
烈
輿
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

い
て
地
元
関
係
者
と
の
調
整
に
要
す
る
仕
組
み
が
明
確
で
、
は
な
い
こ
と
か

セ ン
4.
双
鯉
湿
地
自
然
セ
ン
タ
ー

ら
、
対
策
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。

タ
[
課
題
、
改
善
策
]

の
業
務
を
サ
ボ
ー
ト
す
る
組
織
、
人
材
活
用
等
の
組
織
、
交
通
ア
ク
セ
ス

書
の
改
善
。

心。 N
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つ
づ
き

~
解
説
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
[
現
状
の
評
価
]

①
財
団
法
人
等

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
広
報
手
段
に
つ
い
て
工
夫
を
行
い
、
②
地
域
住
民

自
然
解
説
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

[
課
題
、
改
善
策
]

地
元
住
民
の
参
加
に
よ
る
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
。

自
1
.
自
然
解
説
の
実
施

q
解
説
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
[
現
状
の
評
価
]

①
地
域
住
民

妖
メ
ン
バ
ー
は
専
門
知
識
と
十
分
な
解
説
能
力
を
持
ち
、
自
然
環
境
の
保

境環
全
管
理
に
対
す
る
重
要
な
役
割
を
来
た
し
て
い
る
O

の 保全
[
課
題
、
改
善
策
]

管
地
域
住
民
を
さ
ら
に
加
え
て
、
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

理
1
.
湿
地
・
湖
沼
な
ど
優
れ
た
自
然
環
境
①
金
門
国
家
公
園
管
理
処
[
現
状
の
評
価
]

①
一
般
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

保有然日

の
保
全
管
理

~
解
説
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
双
鯉
湿
地
に
は
全
国
的
に
も
数
少
な
い
優
れ
た
自
然
環
境
が
認
め
ら
れ
②
財
団
法
人
等

る
。
解
説
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
に
よ
る
解
説
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
自

然
の
営
み
を
監
視
し
保
全
す
る
体
制
が
未
整
備
で
あ
る
。

[
課
題
、
改
善
策
]

自
然
環
境
を
継
続
的
に
管
理
す
る
組
織
が
必
要
。
資
源
に
対
す
る
住
民

の
認
知
度
の
向
上
。

1
.
保
安
林
(
森
林
)
の
保
全
管
理

①
金
門
県
政
府
林
務
局
I現
状
の
評
価
]

①
財
団
法
人
等

②
民
間
企
業

金
門
は
、
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
保
安
林
が
存
在
し
、
自
然
を
体
感
②
一
般
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
松
枯
れ
や
砂
丘
と
し
て
の

形
態
、
が
損
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
保
全
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

民
間
企
業
が
社
会
貢
献
と
し
て
資
金
提
供
し
た
り
実
際
に
植
林
事
業
を

行
っ
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

[
課
題
、
改
善
策
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
植
林
活
動
等
へ
の
呼
び
か
け
が
必
要
で
、
あ
る
。

統集 車
1
.
伝
統
集
落
の
調
査
と
整
備

①
金
門
国
家
公
園
管
理
処
[
現
状
の
評
価
]

①
連
絡
協
議
会

2.
伝
統
集
落
の
景
観
整
備

②
金
門
県
政
府
文
化
局

第
一
種
類
一
般
管
制
区
の
「
歴
史
風
貌
用
地
J
9)
に
指
定
し
、
保
存
②
地
域
住
民

3.
歴
史
建
築
物
管
理

③
財
団
法
人
金
門
民
俗
文
事
業
を
継
続
し
、
伝
統
的
建
造
物
や
環
境
物
件
の
修
理
修
景
及
び
復
旧
、

の
化
文
教
基
金
会

防
災
施
設
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

表
5



表
5
つ
づ
き

備景観整

文
化
財
の
価
値
を
推
進
し
な
が
ら
、
歴
史
的
集
落
・
町
並
み
を
保
存
整

備
し
、
伝
統
集
落
は
も
と
よ
り
市
町
村
の
活
性
化
の
活
用
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

国
家
公
園
管
理
処
管
轄
の
も
と
で
地
元
の
意
見
が
反
映
し
に
く
い
状
況

に
あ
る
。

[
課
題
、
改
善
策
]

計
画
段
階
か
ら
積
極
的
に
地
域
住
民
の
参
加
を
促
す
組
織
を
設
立
し
、

生
垣
な
ど
簡
易
な
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
、
運
営
に
地
域
住
民
の
参
加

を
積
極
的
に
進
め
る
。

伝統集落

1
.
民
宿
の
整
備
と
管
理
運
営

①
金
門
国
家
公
園
管
理
処
[
現
状
の
評
価
]

①
連
絡
協
議
会

2.
伝
統
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の
推
進
②
民
宿
経
営
者

国
家
公
園
管
理
処
に
よ
る
計
画
は
景
観
保
全
に
片
寄
っ
て
い
て
利
用
者
②
財
団
法
人
等

へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
住
民
生
活
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る
。
事
業
の
取
組
プ
③
地
域
住
民

や 周
ロ
セ
ス
、
改
善
方
法
、
事
業
目
的
に
あ
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
一
体

辺
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
O

境環
[
課
題
、
改
善
策
]

の 運
協
議
会
等
の
組
織
を
設
立
し
、
活
性
化
の
目
標
を
共
有
し
、
近
隣
地
域

営管
と
の
広
域
連
携
活
動
の
展
開
を
推
進
す
る
。

理
1
.
干
潟
に
お
け
る
カ
キ
育
成
の
た
め
の
①
産
業
組
合

[
現
状
の
評
価
]

①
地
域
住
民

環
境
整
備

干
潟
は
金
門
国
家
公
園
を
代
表
す
る
自
然
環
境
で
あ
る
と
同
時
に
カ
キ
②
金
門
国
家
公
園
管
理
処

生
産
と
い
う
地
場
産
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
あ
り
、
地
元
産
業
組
合
に
よ

り
伝
統
的
方
式
で
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
に
と
っ
て
国

家
公
園
の
自
然
資
源
・
景
観
資
源
と
し
て
の
認
識
が
薄
く
、
公
園
計
画
と

し
て
の
位
置
付
け
が
必
要
。

[
課
題
、
改
善
策
]

両
者
で
認
識
を
深
め
、
適
切
な
管
理
計
画
を
策
定
す
る
。
公
園
管
理
処

」
が
計
画
的
な
P
R
の
展
開
を
行
う
。
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徐ほか:台湾・金門国家公園における公園事業と多様な主体参画の可能性 35 

[公園事業の計画・立案]

当然のことながら国家公園管理処が中心となる

べきであり、現在は管理処が強い権限(指導力)

を有することから、公園区域内の土地利用規制、

景観規制、公園施設の整備という分野では、良好

に運営されているといえよう O しかし、国家公園

管理処の権限が強すぎて土地所有者や金門県政府

など関係主体の意向が計画に反映されにくい状況

にあり、それらを取り入れ調整する仕組みを知何

に整えるかが課題である O

[基盤施設の整備]

国家公園を運営していく上で必要な基盤施設

(アクセス手段、緑化対策、防災対策など)は基

本的には整っているといえるが、特に利用者向け

の施設において拠点地区に整備が片寄っていて利

用者行動に応じた配置計画が不十分であったり、

景観道路(公園計画にもとづく道路)において、

地域性への配慮が不十分であったりという側面が

認められる。利用者向けのサ}ピス施設の配置等

に片寄りがみられることから、コンサルタントな

ど専門家の起用により利用者ニーズを十分に把握

した整備が求められる O

公園内の一般道路は県政府が担当しているが、

こちらも同様に地域らしさへの配慮が乏しく、同

様の対応が必要である O

[レクリエーション施設の整備]

特に遊憩区に設置されるビジターセンターにつ

いては狭い島内に4カ所設置され施設も立派なこ

とから十分な整備がなされている O 園路などその

他の施設の整備も利用者のニーズ、に応えていると

いえるが、海岸のレクリエーション施設は軍事的

理由もあって整備が遅れている。国家公園管理処

による計画策定とそれにもとづく整備が必要とさ

れよう。

戦史館や坑道などの戦跡施設は金門島観光の重

要な対象であり、軍隊により整備がなされ、その

後の管理運営は国家公園管理処が引き継いで行っ

ている。基本的には良好に整備・運営されていて、

教育施設としての機能はある程度果たしていると

言えるが、観光施設としてみたとき、多彩な観光

客のニーズ(団体客か個人客か、初聞かリピータ

ーかなど客層の変化)への対応は不十分で、観光

分野の組織(観光協会など)と連携した対策が必

要であろう。

[レクリエーション活動の推進]

レクリエーション施設やレクリエーション空間

の利用・運営に関わるソフト面の業務が中心で、

行政組織よりも民間組織が得意とする分野であ

る。園路の利用促進や自転車の貸し出しを含めた

自転車道の管理運営は公園管理処が直接実施して

いるが、少ない利用に過剰な人員が配置されるな

ど効率的ではない。民間組織への委託が特に求め

られる分野である。

一方、金門県政府観光局が主催する観光パスを

f吏った自然解説ツアーについては、解説ボランテ

イア会との連携により魅力ある運営がなされてい

る。

[ビジターセンターの運営]

解説面においては国家公園管理処が解説ボラン

テイア会(金城市の市街地住民を中心に組織)と

の連携によって利用者への解説やサービスの面に

おいては良好な運営がなされているが、地元集落

の住民の協力を得ることなどにより、さらに魅力

のアップが期待できる O 一方、ビジターセンター

と地元との関係が良好で、なく、その存在が地元に

及ぼす影響(交通渋滞などによるトラブル)が目

立ってきている O 地域との良好な関係づくりが課

題であり、それによって地域活'性化への道も開け

る可能性もある。

[自然環境の保全管理(自然保育)1 
公園内の自然環境を対象に、解説ボランテイア

会により自然解説活動が展開されている。メンバ

ーは十分な知識や技術を備え、熱心な活動を展開

しているが、先述したように市街地住民が多く、

各フィールドごとに地元住民を参加させることに

より、魅力ある解説活動が期待できょう。

湿地・湖沼など優れた自然環境においては、希

少種なども生息・生育し、継続的な監視や保全管

理活動が必要であるが、それに向けた体制が整っ

ていない。愛護会などボランティア組織を設立し、

国家公園管理処が主導して行政との連携のもとに

管理運営していく体制づくりが必要である。

一方、金門国家公圏内には戦災で消失した森林

や海岸林の再生を目指す「保安林」が存在し、金

門県政府林務局によって維持管理されている。こ

こには島内の有力民間企業が社会貢献として資金



表
6
金
門
国
家
公
園
の
事
業
に
関
す
る
役
割
分
担
表

家国
軍隊

県
政
府

市
町
村

地

重学
識手
干研 苦及究
地
元
N
P
O
/
N
G
O
等
組産業
民

観局光
林務局
建設局
化局 文
金
金
金
金
奥
烈
住7
G
 

i生唾i
財
霊
m
 

ノ間J.
t¥
 
二

担
当
主
体

ノι
ス2、F
 

金
管園
門

鎮城
郷寧
鎮湖
鎮沙
郷
民

法人
団
Zー
Z
 
一

A仁
3、
業

理
衛 防

ぴ
取
り
組
み
の
内
容

処
部可

ムヱアアイミ
アアイ

1
.
公
園
計
画
の
た
め
の
土
地
利
用
の
調
査
と
政
策
調
整
。

2
環
境
緑
化
(
修
景
、
植
生
復
元
等
)
及
び
そ
の
維
持
管
理
O
 

乙』
ぷ斗

基
盤
施
設
の
整
備
3
公
共
公
益
施
設
の
整
備

O
 
O
 

4.
海
岸
環
境
整
備
事
業

。
O
 

5.
道
路
の
整
備
及
び
管
理

O
 

O
 

1
.
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備

O
 
O
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
2
海
水
浴
場
等
遊
憩
の
整
備

O
 

O
 

ム
乙』

施
設
の
整
備
3
戦
跡
の
整
備
と
経
営
管
理
。
O
 

1
.
園
路
の
管
理
運
営

O
 
O
 

ム
ζ
L
 
乙
L
乙
L
1:::， 

乙』
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
2.
自
転
車
道
の
管
理
運
営

O
 
O
 

乙
L
ど
L
乙』
ぷ斗
乙斗

乙込
乙
L

活
動
の
推
進
3.
自
然
解
説
ツ
ア
ー
の
充
実

O
 
O
 

O
 

O
 

1
.
乳
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
。

乙斗
O
 
乙斗
O
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
2.
中
山
林
ビ
ジ
タ
ー
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提供や植林への支援事業を展開していて、一定の

成果をあげているO 今後、一般のボランティアの

参加やそれを企画運営する財団法人のような組織

が加われば、更に大きな成果が見込める。

[伝統集落等の景観整備]

第一類一般管制区に指定された伝統集落の中心

部は更に「歴史風貌用地」に指定して強力な権限

のもとに厳格な景観管理を実施している。景観管

理という側面では成果を上げているといえるが、

国家公園管理処の強力な管轄のもとで地元の意見

が反映しにくい状況にある。住民の生活環境でも

あることから、住民の意向が反映される仕組み

(協議会等)を設立すると同時に、国家が管理す

る部分(建築物の外観など)、住民に任せる部分

(生垣など簡易な施設の整備や維持管理など)と

いった運営が必要である。

[伝統集落や周辺環境の運営管理]

国家公園管理処による景観管理が厳格すぎて、

住民の生活や利用者へのサービス、民宿の経営な

どへの配慮が欠けている。まちづくりとしての視

点を導入するとともに、関係主体が協議し、景観

保全と観光活動や生活が共存できる将来目標ゃあ

り方を議論する仕組みを設けることが必要であ

るO

一方、周囲に広く分布する干潟は豊富な生物が

生息する貴重な自然環境であると同時にカキ生産

という地場産業のフィールドでもあり、地元産業

組合によって管理運営されている。しかし住民に

とって国家公園の自然資源・景観資源としての認

識が希薄である。国家公園計画への明確な位置づ

けを行うと同時に、組合や住民(漁民)への理

解・協力を促すことが必要である。

( 3 )公園事業を担う主体と新たな展開の可能性

これまでの検討をもとに「金門国家公園の事業

に対する役割分担表J(表6) を作成し、各主体
の役割や今後の可能性について検討した。

一連の検討を通して、①現在の国家公園事業の

実施段階においてその一部を効率性や経済性など

の側面から他の主体が担うケースと、②それだけ

では抜本的解決にはならず、事業の企画立案や実

施体制や運営方法、すなわち事業の計画段階から

新たな主体が参画する必要があるケースの2つの

側面があることが明らかになった。

前者は、ビジターセンターの解説活動など主に

管理運営業務において、国家公園管理処の指導の

もと、ボランテイア組織などが当局を補佐するか

たちで活躍し、ある程度の成果をあげているが、

まだまだ不十分である。今後、収益が期待される

部門への民間企業の参入や、ボ、ランテイア、 NPO

などの組織を充実させていく必要があろう O

後者の場合には、現在の状態では関係主体が計

画段階に参加するのは難しく、それらを結びつけ

る「協議会」のような組織設置の必要性が指摘さ

れた。

また、当局が公園事業だけを独立して進めるの

ではなく、地域のまちづくりや振興計画と連携し

て進めるという観点も重要で、あることが明らかに

なった。表6において、市町村政府(鎮、郷)の

参画の可能性を指摘したのは、こうした役割を担

うべきとの期待からである O また、社会や時代の

流れやそれぞれの主体の多様なニ}ズを把握しな

がら、これらの業務(言十画への意向の反映や主体

聞の連携)をコーデイネートする第三者機関(総

合コンサルタントのようなもの)の参画の必要性

が指摘された。

5. まとめ
本研究の成果をまとめると次のようになる。

①現在の金門国家公園においては、全ての事業

分野に国家公園管理処が中心的に関わっている

が、道路整備、保安林管理、歴史建造物などで県

政府が間接的に関わっている。民間の組織では、

利用客への解説分野において解説ボランテイア会

が活躍し、伝統集落の景観管理において財団法人

が、干潟の整備において産業組合が関わっている

ことが明らかになった。また、森林の管理に民間

企業が社会貢献として支援をしている事例もみら

れた。

②公園事業は、多様な主体参画という観点から

みると、実施段階の業務と計画段階の業務に分け

ることができる。事業の計画段階への参画はほと

んど進んでおらず、特に伝統集落の景観整備事業

などでは当局により一方的に計画が立てられ、住

民や利用者のニーズが反映されていない実態が明

らかになった。

③今後の方策として、実施段階への民間企業な
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どの参両をさらに促進すると同時に、伝統集落の

整備や運営においては、地域振興やまちづくりの

視点が欠落しており、計画段階から関係主体が参

画できる仕組みの必要性が明らかになった。特

に、市町村計画との連携や、多様な主体を含めて

計画を立案する「協議会」のような機能をもっ組

織の設置と、社会や時代の流れやそれぞれの主体

の多様なニーズを把握しながら、これらの業務

(計画への意向の反映や主体聞の連携)をコーデ

イネートする専門家(コンサルタント等)の参画

の必要性が指摘された。

最後に、本研究を進めるにあたり、金門国家公

園管理処の林義野氏、財団法人金門民俗文化村文

教基金会の王俊稜氏、解説ボランテイア会の陳世

宇氏にはヒアリング等において大変お世話になっ

た。ここに記してお礼を申し上げる次第です。
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